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八
十
四

釧
路
信
用
組
合

北
海
道
釧
路
市
北
大
通
九
丁
目
二
番
地

八
十
五

相
双
信
用
組
合

福
島
県
相
馬
市
中
村
字
大
町
六
十
九
番
地

八
十
六

那
須
信
用
組
合

栃
木
県
那
須
塩
原
市
永
田
町
六
番
九
号

八
十
七

か
み
つ
け
信
用
組
合

群
馬
県
高
崎
市
田
町
百
二
十
五
番
地

八
十
八

東
群
馬
信
用
組
合

群
馬
県
伊
勢
崎
市
境
三
百
十
五
番
地
の
五

八
十
九

銚
子
商
工
信
用
組
合

千
葉
県
銚
子
市
東
芝
町
一
番
地
の
十
五

九
十

江
東
信
用
組
合

東
京
都
江
東
区
住
吉
二
丁
目
六
番
八
号

九
十
一

北
部
信
用
組
合

東
京
都
台
東
区
雷
門
二
丁
目
二
番
十
号

九
十
二

新
潟
縣
信
用
組
合

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
営
所
通
一
番
町
三
百
二
番
地
一

九
十
三

巻
信
用
組
合

新
潟
県
新
潟
市
西
蒲
区
巻
甲
四
千
百
八
十
番
地
一

九
十
四

塩
沢
信
用
組
合

新
潟
県
南
魚
沼
市
塩
沢
千
百
九
十
八
番
地

九
十
五

山
梨
県
民
信
用
組
合

山
梨
県
甲
府
市
相
生
一
丁
目
二
番
三
十
四
号

九
十
六

富
山
県
信
用
組
合

富
山
県
富
山
市
大
手
町
三
番
五
号

九
十
七

三
河
信
用
組
合

愛
知
県
蒲
郡
市
神
明
町
十
二
番
二
十
号

九
十
八

岐
阜
商
工
信
用
組
合

岐
阜
県
岐
阜
市
今
沢
町
十
七
番
地

九
十
九

イ
オ
信
用
組
合

岐
阜
県
岐
阜
市
加
納
桜
田
町
三
丁
目
十
一
番
地
二

百

益
田
信
用
組
合

岐
阜
県
下
呂
市
森
六
百
九
十
番
地
の
一

百
一

の
ぞ
み
信
用
組
合

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
内
本
町
二
丁
目
三
番
五
号

百
二

朝
銀
西
信
用
組
合

岡
山
県
岡
山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
六
番
十
九
号

百
三

と
び
う
め
信
用
組
合

福
岡
県
福
岡
市
東
区
箱
崎
一
丁
目
十
番
八
号

百
四

熊
本
県
信
用
組
合

熊
本
県
熊
本
市
紺
屋
今
町
一
番
一
号

百
五

宮
崎
県
南
部
信
用
組
合

宮
崎
県
日
南
市
南
郷
町
中
村
乙
八
千
二
百
四
十
一
番
地
二

百
六

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
東
千
石
町
十
七
番
十
一
号

２

指
定
期
間

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特
定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
は
、
平
成
二
十

二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

六

「
バ
リ
ヤ
」
と
は
、
試
験
自
動
車
を
衝
突
さ
せ
る
壁
面
を
い
う
。

七

「
Ｈ
Ｉ
Ｃ
」と
は
、フ
ル
ラ
ッ
プ
前
面
衝
突
安
全
性
能
試
験
及
び
オ
フ
セ
ッ
ト
前
面
衝
突
安
全
性
能
試
験
に
あ
っ

て
は
ダ
ミ
ー
の
頭
部
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
加
速
度
を
、
歩
行
者
頭
部
保
護
性
能
試
験
に
あ
っ
て
は
頭
部
イ
ン
パ

ク
タ
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
加
速
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
計
算
さ
れ
る
頭
部
に
加
わ
る
傷
害
の
程
度
を
示
す
指

数
を
い
う
。

八

「
頸
部
の
引
張
荷
重
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
首
の
部
分
に
加
わ
る
上
下
方
向
の
荷
重
を
い
う
。

九

「
頸
部
の
せ
ん
断
荷
重
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
首
の
部
分
に
加
わ
る
前
後
方
向
及
び
左
右
方
向
の
荷
重
を
い
う
。

十

「
頸
部
の
モ
ー
メ
ン
ト
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
首
の
部
分
に
発
生
す
る
モ
ー
メ
ン
ト
を
い
う
。

十
一

「
合
成
加
速
度
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
頭
部
又
は
胸
部
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
前
後
方
向
、
左
右
方
向
及
び
上

下
方
向
の
加
速
度
を
用
い
て
計
算
さ
れ
る
加
速
度
を
い
う
。

十
二

「
胸
部
変
位
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
胸
部
に
生
ず
る
最
大
変
位
を
い
う
。

十
三

「
大
f
部
荷
重
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
大
f
骨
に
相
当
す
る
部
分
に
加
わ
る
大
f
骨
の
軸
方

向
の
荷
重
を
い
う
。

十
四

「
脛
骨
指
数
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
脛
部
に
加
わ
る
傷
害
の
程
度
を
示
す
指
数
を
い
う
。

十
五

「
か
じ
取
り
ハ
ン
ド
ル
変
位
」
と
は
、
か
じ
取
り
ハ
ン
ド
ル
の
取
付
部
に
生
ず
る
後
方
及
び
上
方
へ
の
変
位

を
い
う
。

十
六

「
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
変
位
」
と
は
、
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
に
生
ず
る
後
方
及
び
上
方
へ
の
変
位
を
い
う
。

十
七

「
開
扉
性
」
と
は
、
衝
突
安
全
性
能
試
験
後
に
お
け
る
、
当
該
試
験
自
動
車
の
扉
が
容
易
に
開
く
か
否
か
の

程
度
を
い
う
。

十
八

「
救
出
性
」
と
は
、
衝
突
安
全
性
能
試
験
後
に
お
け
る
、
試
験
自
動
車
か
ら
ダ
ミ
ー
を
容
易
に
取
り
出
せ
る

か
否
か
の
程
度
を
い
う
。

十
九

「
バ
リ
ヤ
フ
ェ
イ
ス
」
と
は
、
バ
リ
ヤ
に
取
り
付
け
る
衝
撃
吸
収
材
及
び
試
験
自
動
車
に
衝
突
さ
せ
る
台
車

の
衝
突
面
に
取
り
付
け
る
衝
撃
吸
収
材
を
い
う
。

二
十

「
Ｈ
Ｐ
Ｃ
」
と
は
、
側
面
衝
突
安
全
性
能
試
験
に
お
け
る
、
ダ
ミ
ー
の
頭
部
に
お
い
て
計
測
さ
れ
た
加
速
度

を
用
い
て
計
算
さ
れ
る
頭
部
に
加
わ
る
傷
害
の
程
度
を
示
す
指
数
を
い
う
。

二
十
一

「
腹
部
荷
重
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
腹
部
（
側
面
衝
突
時
に
あ
っ
て
は
、
当
該
衝
突
し
た
側
の
腹
部
）
に
加

わ
る
荷
重
を
い
う
。

二
十
二

「
恥
骨
荷
重
」
と
は
、
ダ
ミ
ー
の
骨
盤
の
恥
骨
結
合
部
に
加
わ
る
荷
重
を
い
う
。

二
十
三

「
サ
イ
ド
カ
ー
テ
ン
エ
ア
バ
ッ
グ
」
と
は
、自
動
車
が
側
面
衝
突
に
よ
る
衝
撃
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、

主
に
車
体
の
Ａ
ピ
ラ
ー
か
ら
屋
根
に
沿
っ
て
Ｃ
ピ
ラ
ー
付
近
ま
で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
乗
員
頭
部
を
保
護
す
る

た
め
に
装
備
さ
れ
た
装
置
を
い
う
。

二
十
四

「
車
両
前
部
上
面
」
と
は
、
車
両
の
前
面
ガ
ラ
ス
の
下
縁
の
両
端
の
点
を
含
む
車
両
中
心
線
に
垂
直
な
平

面
よ
り
前
方
に
あ
る
車
両
の
上
面
を
い
う
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
十
号

自
動
車
等
の
安
全
性
能
に
関
す
る
評
価
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
一
年
運
輸
省
告
示
第
四
百
四
十
号
）
第
三
条
第

一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、平
成
二
十
二
年
度
自
動
車
等
安
全
性
能
評
価
実
施
要
領
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

原
口

一
博

平
成
二
十
二
年
度
自
動
車
等
安
全
性
能
評
価
実
施
要
領

（
こ
の
告
示
の
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
自
動
車
及
び
年
少
者
用
補
助
乗
車
装
置
（
以
下
「
自
動
車
等
」

と
い
う
。）の
安
全
性
能
に
関
す
る
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
た
め
の
実
施
要
領
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
用
語
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

律
第
百
八
十
五
号
）、
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
及
び
道
路
運
送
車

両
の
保
安
基
準
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
六
十
七
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

「
年
少
者
」
と
は
、
新
生
児
、
乳
児
又
は
幼
児
の
う
ち
体
重
が
十
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
者
を
い
う
。

二

「
年
少
者
用
補
助
乗
車
装
置
」
と
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
等
を
受
け
た
次
に
掲
げ
る
装
置
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
装
置
を
い
う
。

イ

主
と
し
て
乳
児
を
連
続
し
た
面
上
に
寝
か
せ
た
状
態
に
し
て
、
自
動
車
の
進
行
方
向
に
対
し
て
横
向
き
に
乳

児
を
拘
束
又
は
定
置
す
る
装
置
（
以
下
「
乳
児
用
ベ
ッ
ド
」
と
い
う
。）

ロ

主
と
し
て
幼
児
を
座
席
ベ
ル
ト
に
よ
っ
て
直
接
拘
束
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、イ
ン
パ
ク
ト
・
シ
ー
ル
ド（
正

面
衝
突
の
際
に
年
少
者
の
前
方
移
動
を
防
止
す
る
た
め
に
、
年
少
者
の
正
面
に
取
り
付
け
る
装
置
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
イ
ン
パ
ク
ト
・
シ
ー
ル
ド
及
び
補
助
シ
ー
ト
（
幼
児
を
着
席
さ
せ
る
た
め
に
自

動
車
の
座
席
上
に
乗
せ
る
装
置
又
は
自
動
車
の
座
席
部
に
装
備
す
る
装
置
で
あ
っ
て
、
シ
ー
ト
ク
ッ
シ
ョ
ン
を

備
え
た
も
の
又
は
シ
ー
ト
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
及
び
シ
ー
ト
・
バ
ッ
ク
を
備
え
た
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
同
じ
。）、
イ
ン
パ
ク
ト
・
シ
ー
ル
ド
、
補
助
シ
ー
ト
及
び
年
少
者
用
ベ
ル
ト
並
び
に
年
少
者
用
ベ
ル
ト
及

び
補
助
シ
ー
ト
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
幼
児
を
後
ろ
向
き
又
は
前
向
き
に
拘
束
又
は
定
置
す
る
装
置（
以
下「
幼

児
用
シ
ー
ト
」
と
い
う
。）

三

「
後
ろ
向
き
」
と
は
、
自
動
車
の
進
行
方
向
に
対
し
て
逆
方
向
の
向
き
を
い
う
。

四

「
前
向
き
」
と
は
、
自
動
車
の
進
行
方
向
に
対
し
て
同
方
向
の
向
き
を
い
う
。

五

「
ダ
ミ
ー
」
と
は
、
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
自
動
車
（
以
下
「
試
験

自
動
車
」
と
い
う
。）又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
評
価
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
年
少
者
用
補
助
乗
車
装

置
に
搭
載
す
る
人
体
模
型
を
い
う
。

› 


		2010-06-29T15:10:54+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




